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　本稿 は
， 中部地方 の 平野 の うち ， 東海お よび北陸

地方 の 臨海平野 に 限定 し て述 べ
， 内陸 の 盆地状平野

は 割愛 し た 。臨海平野 とは単に海岸付近 の 平野 と い

う意味で な く ， 第 四 紀後期 の 氷河性海面変動 ， すな

わ ち最終氷河期の 一100〜− 140m に 及 ぶ 海面低下 ，

そ の あ との 晩氷期 ・後氷期の 海面上昇 の影響を受け

た平野 を指す 。 そ こ に は軟弱 な海成粘土層 を もつ 沖

積層が数10m の 厚 さ で 堆積 し て お り， 地盤工 学 の面

で も重要な問題 を か か え て い る 。
こ れ に対 して ， 断

層起源 の 内陸 の 盆地状平野に は氷河性海面変動 の 影

響は な く，諏 訪盆 地 の 諏訪湖南岸域 な ど の
一

部を除

けば ， ほ と ん どが扇状地礫層で 埋 め ら れ ， 地盤条件

に 関する 限 り，臨海平野 に比較 し て 優れ た状態 に あ

る場合 が多 い の で，紙数の こ ともあ っ て 割愛 した 。

1． 濃 尾 平 野

　東高西低 の 傾動地殻運動 をし て い る濃尾平野 は ，

そ の 東部に地盤 の 隆起を反映 して新第三系丘陵をは

じめ ， 上 位か ら八事面 ・覚王 山面 ・熱田面 ・小牧面

（大曾根面 ）・鳥居松面 な ど の 段丘状洪積台地が発達

して お り ， そ の 一帯 を濃尾東縁台地 と総称する こ と

もあ る。 こ れ に対 し て 平野 の 西部は，養老山地 の 断

層崖下 に扇状地 状 の 狭 い 洪積台地 が つ らな る と は い

え，山地 が輪 中地帯 をなす低湿 な沖積平野 に 迫 る沈

降地形 をな して い る 。

　 1．1 濃尾東縁 台地

　 こ の 台地域 を構成す る段丘状洪積台地群 の概要は ，

上位か ら以下 の とお りで ある 。

　 a ）入 事面 ： 中期更新統か らな る高位段丘 面で あ

る が ， 原面の残存は と ぼ しい 。地層は 下部が唐山層 ，

上部が八 事層に分け られ ， 全層厚は 40m 内外 ， チ ャ

ー トの 円礫を主 と し ， 2
°
ほ ど の傾斜 で 西へ 下 っ て い

る。
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　 b ）覚王 山面 ：名古屋市千 種区 な ど に分布 ， 標高

60 〜 30m 。八事面 よ り10〜20m 低 い
。 覚王 山面固有

の 堆積層 を欠 く こ とか ら ， 八 事層の 侵食段丘 面 と推

定 され る。

　 c ）熱田面 ： 名古屋 都心部が の る標高20〜10m の

台地。同段丘 の 構成層で あ る熱田層は ， 砂層 を主 と

す る上部層 と ， 主 に海成粘土層か らなる下 部層 に大

別 され る が ， 熱田台地 は上部層か らな る。熱 田上部

層 の 層厚 は30〜60m で ， 砂層中に御岳火山 の 軽石 層

（Pm −1〜 Pm 一
皿）を含む 。 砂層 の N 値は ほ と ん どが

10以上 。

　 d）小牧面 ：小牧市街 ・犬山市街 が の る段丘状 台

地 で，礫層 か らな る 。 熱田 台地 北縁 の 大曾根付近 か

ら中央本線鶴舞駅 ， 堀 田方面 へ 同台地 の 中央部を南

北に貫 く幅 1．5km 内外 の 浅谷状 の 地形面 （大曾根

面） は 小牧面 に対比 され る 。 大曾根面 に の る厚 さ 5

m 内外の 礫層 を大曾根層 とい い ， 鶴舞以南で 沖積平

野下 に 没入する 。

　 e ）鳥居松面 ：春 目井市西 部に 広が る標高 10〜30

m
， 沖積面 と の 比高 2 〜10m の 低位段丘 面で ， 名古

屋空港 もこ の 面上 に ある 。 同段丘 をつ くる鳥居松礫

層は，名古屋市北区味鋺付近 か ら沖積平野面下 に没

入 し ， 濃尾平野 の 広義 の 沖積層基底礫層（第 1礫層）

と して 広がる 。
こ の 段 丘面 は木曾川扇状地 の 東側に

も分布 し，扇状地面 との 比高は 2 〜 4 皿 だ が，南端

部で は扇状地下 に埋没 す る 。

　1．2 濃尾平野の 沖積 平野

　地形は扇状地 ， 自然堤防帯 ， 三 角州 に大別 され る

が， 地質状況 は ， 表層部 を除 い て， 自然堤防帯 と三

角州 との 問に は大差が な い の で ， 両者 を
一

括 し て 三

角州平野 と し て述 べ る こ と にする。

　 a ）扇状地 ： 木曾川 右岸の 美濃平 野部に も養老 山

ろ くの 複合扇状地帯，岐阜市街地が の る長良川扇状
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地 等が あ り，根尾川 ・揖斐川扇状地 も決 し て 小 さな

も の で は な い
。 しか し そ れ 以上 に 大き な規模 をもつ

の が ， 美濃 ・尾張平野 に また が る木曾川扇状地 （犬

山扇状地）で あ る 。

　 木曾川扇状地 は 犬山城下 を扇頂 とす る 半 径 約 12

km
， 面積 100　km2 の 大扇状地 ， 扇頂標高 は約50m ，

扇端 は 一宮市極楽寺〜岩倉市入劒 を結ぶ標高11〜13

m で あ る 。 扇状地面 に は ， 江戸初期 の 閉塞 ま で木曾

川 の 分派川が流下 し て お り， 深 さ 3m 内外 の 開析谷

を残 し て い る 。 か か る侵食地形の 発達は 同 扇状地一

帯が隆起傾向に ある た め で ，
1891年 （明治24） の 濃

尾地震 に 際して も 60〜75cm の 上昇 があ っ た。扇状

地 の 構成層は，一部地区 で は 上部の 数m が完新統で

あ る が，ほか は表層か ら下部 に向けて 更新統 の 礫層

とな り， 層厚は 30皿 以上 に及ぶ 。 地表面下20m 内外

に 熱田層 の 軽石層 が あ る こ とか らみ て ， 同層は 鳥居

松礫 層 ， 小牧礫層 ， 更 に 熱田層 の 礫層か らな る こ と

が分 か る 。
こ れ ら の 礫層は扇端 よ り下流域で は 沖積

平野面下 に没入 し ， 広義の 沖積層基底礫層 とな る 。

第 1礫層 と呼ばれ る被圧 地下水帯水層 は ， こ の 礫層

で ある。

　 b）三 角州平野 ；地表地形 と し て は ， 扇状地 の 末

端か ら海抜 ゼ ロ メ ー
トル 線の あた りま で の 旧河 道沿

い に 自然堤 防が高 い 密度 で分布する 自然堤防帯 と，

それ よ り海側の ，大部分が海面干拓新田か らな る 三

角州部分 と に分 け られ る 。 後者 の 地盤は ， 多 くが満

潮位よ り低く ，
1959年の 伊勢湾台風 当時で も海抜ゼ

ロ メ ー トル 地帯の 面積は 約 186km2 に及ん で い た が
，

そ の 後 の 地盤沈下 に よ っ て 1978年に は約 274km2 に

も広が り， 日本最広 の 海抜ゼ ロ メ
ー

トル 地帯 をな し

て い る。し か し それ らの 地形地域は木曾川等 の
一
連

の 砂 ・泥堆積地域， す な わち 三 角州平野 をな し て い

る 。

　 c ）埋没熱田面 ： 熱 田台地 の 西側 に は ， 西へ約 2

％。 の 勾配 で低下する 同台地 の 延 長部が沖積平 野面下

に埋没 し
，

一
部は縄文海進後 の 波食作用 を受け て い

る 。 JR 名古屋駅付近や 名古屋 港内港部な ど は そ の

典型地 区で ある。埋没熱田面は筏川河 口〜
蟹江駅 の

南北線 の あた P ま で続 き，名古屋港西部 の 第 2 ・第

4 区で海面下 20m 内外 の 深 さにな る 。 広義の 沖積層

基底礫層 をなす鳥居松礫層の 延長部 ， すな わ ち埋没

鳥居松面 は ， 津島街道 （名古屋 ・津島） の 地 下 あた
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りで ，埋 没熱田面 よ り10m ほ ど低 い 埋没段丘面 と し

て 接 し て い る た め ， 埋没熱田面 の 地域には沖積層底

礫層 の 分布は な く， 沖積下部砂層 （濃尾層）も薄 い
。

　 1．3　沖積層の 構成

　 埋没熱田面 は上記 の 筏川河 口 〜 蟹江駅線に沿 っ て ，

また埋 没鳥居松面 の 西端部 も日光川 の あた りで ， 最

終氷期最盛時の 低位海面 に対応 して 発達 し た 旧木曾

川 の 埋積谷 で截 られ て い る。こ の 埋積谷 の 谷底 は海

面下 60〜70m に達し ， そ の 直上 に厚 さ10m 内外 の狭

義 の 沖積層基底礫層 （BG 層）が堆積し て い る 。 同

礫層は 上流 に向か っ て 浅 くな り，

一宮市内で は深 さ

20皿 内外 にな る 。

　 BG 層 の 上位 の 沖積下部砂層 （厚さ 10〜 20m ）は

国際的時代区分 で は更新統 に属す の で 「濃尾層」 と

呼ばれ る。海面 の 上下変動が激 しか っ た晩氷期 の 堆

積層で あ る た め ， 海面や地下水位 の 低下 に際 し て先

行荷重 をうけ，N 値50内外 に締ま り， 重量構造物 の

支持層 に もな っ て い る 。

　 後氷期 ， 特 に 9000年前か ら6000年前 に は縄文海進

が 進行 し ， 海面 は約 一45m か ら現海面 を超え るま で

上昇 し た。こ の 時の 奥伊勢湾は い ま の 大垣 市街地に

ま で 拡大 し
， そ の 伊勢湾底 に沈殿 ・堆積 し た粘土 ・

シ ル トの 層が沖積中部泥層 （南陽層下部）で あ る
。

層厚は濃尾平野南部で 30m に及び，　 N 値 0〜3，間

隙比 1．5〜1．75， 自然含水比 も 100％ とい う極め て

軟弱な状態は ， 圧密収縮 の加 速によ る 地盤沈下 ， 地

震動 の 増幅 の 主条件を なす 。

　5000年前ご ろ か ら中部泥層 を覆 っ て厚 さ10m 前後

の 沖積上 部砂層 （南陽層上部）の 堆積が進 み ， 三 角

州平野を形成 した 。 こ の 層 の 堆積先端 は鍋 田干拓地

沖約 4km の 三 角州前置斜面 の 箇所 で あ る 。
　N 値は

10〜20に 及 び ， 重 量構造物 を除けば市街地形成に 十

分 な地耐力 をも っ て い る。し か し名古屋 港に入る天

白川 ・山崎川な どの 埋積谷 で は沖積上部層を欠き，

へ ど ろ と も称 され る軟弱 な泥 層が 20m 以上 に及び，

臨港地帯 の 地震危険度を高め て い る 。

　なお名古屋港か ら知多半島西岸にか け て は ， 幅 2
〜5km に 及ぶ 海食台状 の 地形 ・地盤 （熱 田層 ・常

滑層 群 の 侵食面）が連続 し て い る
。 そ こ に名古屋港

南部臨海工 業地帯が形成され た ほ か ， 最近 で は常滑

沖の 中部薪国際空港候補地 と し て も注 目され て い る 。

± と基礎，38− 9 （392）
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2． 伊 勢 平 野

　伊勢平野は 中部地方 の 外 にな る が ， 伊勢湾岸の 土

地利用計画な ど に お い て東海地方 と密接な 関係に あ

る の で ， 臨海部の 沖積層 の 状況 に っ い て 極 く簡単に

ふ れ て お く。

　 伊勢平野 の 沖積層 の 層厚は ， 北伊勢地区 と中南勢

地 区 との 間で顕著 な違 い が み られ る。北伊勢の 桑名

・四 目市臨海部で は 30〜50m に達 し， し か もN 値 5

未満 の 沖積中部泥層が高 い 割合 を占め，重量構造物

の 立地 に と っ て マ イ ナ ス の 条件 をな して きた 。 こ れ

は 旧木曾川埋 積谷が桑名 ・四 日市海岸部に 接近 し て

い るため で あ る。ち なみ に 1960年ご ろ ， 伊勢湾沿岸

の 名古屋南部地 区 ， 桑名地 区，四 目市地 区の 問で 東

海製鉄 （現在の 新 目鉄名古屋 製鉄所）を め ぐ っ て 立

地条件の 比較が な され たが ， 基礎支持地盤 に っ い て

は東海製鉄によ っ て 次の よ うに整理 され て い る 。

　 a ．名古屋南部地 区 ： 平均一10m に て 50t ／m2 以

　　上 。

　 b ．桑名地 区 ： 平均 一38m に て 30t／m2 。基盤 に

　　達 し て も多少 の 沈下 は免れ な い
。

　 c ．四 日市地 区 ： 平均 一28m に て 35t／m2 。基盤

　　に達 し て も桑名地区 と同様 に多少 の 沈下 の おそ

　　れ あ り。

　 こ れ に対 し て伊勢平野 中 ・南部 の 津 ・松阪地区で

は ， 旧木曾川埋積谷が 沖合 に離れ た こ と もあっ て沿

海部で も沖積層は 比較的薄 く， 厚さ 20皿 以下 とな

る 。 更に 四 日市地 区で は高茶屋面 と呼ばれ る沖積面

との 比高15m 内外 の 中位段丘 （明野原面）は
， 中南

勢 の 海岸部で は低位段丘 面や 沖積平野面 と 区別で き

な い 状態 に ま で 低下 し，沖積面下，更 に海面下 に没

入 し て い る 。 明和町 の 沖に広が る水深 5m 内外の 棚

状地形は ， こ の 段丘面 の 延 長部 と推定 され，A 「

値 の

高 い 礫層か らな っ て い る 。

3． 西 三 河平 野

　西 三河平野は 大別 し て ，矢作川沖積平野 ， 碧海台

地 ， 境川沖積平野 か らな る 。

　3．　1 矢作川沖積平野

　豊 田市南部の 矢作川狭隘部よ り上流側の 豊田低地

と，それ よ り下流側 の 岡崎低地お よび
一色低地 とに

分 かれ る 。
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　 豊田低地 の 沖積層は 砂礫質で ， 層厚 も15皿 内外で

あ る が ， 矢作川狭隘部 よ り下流の 岡崎低地 は ， 東名

高速道路 の 地質調 査に よ る と， N 値10以下 の シ ル ト

質粘土，な い し細 砂層 か ら な る軟弱 な 沖積層 が深 さ

12〜 15m ま で 続 き，基 底は砂礫層 と な る 。 ま た JR

岡多線 の 沿線で も， 大 門 〜 目名間にお け る沖積層 の

厚 さは 15皿 内外で あ り ， 地表面 下 2〜 8m は シ ル ト

質， または シ ル ト質粘土層か ら な る N 値 10以下 の 軟

弱層で ある 。 東海道新幹線付近 の 沖積層 の 厚 さは30

皿 前後で あ る が ， 矢作川右岸の 沖積平野面下 20m 内

外 に は ， 広 く埋没段 丘 が認 め られ る 。 こ の 岡崎埋没

段丘 は厚 さ 3 〜 6m の 礫層 をの せ ， 比高は 10m 余 に

及び ， 上 流 の豊田盆地 で は
， 越戸段丘 として 地表 に

出 て い る 。

　
一色低地は ，1605年の 河道付替え以前の 矢作川沖

積地で ， 氷期 の 矢作川埋積谷 も，現在 の 矢作古川 の

東側 に沿 っ て 吉良町 ・三 河湾 へ 流下 し て い た 。 埋積

谷 の とこ ろ は沖積層 も厚 く， 吉 良町 の 海岸部で は40

〜 45m に達 し
， 軟弱な沖積中部泥層厚も 8 〜15m に

及ん で い る 。

　 3．2　碧海台地

　西三 河平野 に は 上位か ら 三 好面 （高位面）， 挙母

面 （上位面），碧海面 （中位面）， 越戸面 （下位面），

籠川面 （低位面） の 洪積 台地が広が る が，堆積原面

が広 く残 り， 土地利用上重要 な役割を果た して い る

の は碧海面で ある。碧海面 の うち，矢作川右岸か ら

境川低地に至 る部分 が碧海台地 と呼ばれ ， 大部分 が

明治用水 の受益地 とな っ て い る。碧海台地を構成す

る碧海層 は ， 豊田市域で は 3 〜 8m 程度で あ る が ，

安城市域 よ り下 流側 で は 20m 以上 に 及 ぶ 。岩相は豊

田市内で は淘汰 の 悪 い 礫 層で あ る が
， 岡崎市橋 目乙

付近 で は 淘汰 の よ い 小礫層 と な る
。

しか し こ の よ う

な礫層 の 分布は東海道本線 の あた りを南限 （それ は

扇状地部分 の 末端 を意味す る） と し， 以南は若干 の

小 礫 を含むが大部分 は砂 層か らな り， 部分的 に は粘

土層 を挟む 三 角州状地 に な る 。 こ の 粘土層が三 州瓦

窯業の 原料源で あ る 。

　3．3　境川沖積平野

　 こ の 平野は 沖積上部砂層 の 発達が不良で
， 境川河

口付近で 厚 さ 15m に 達す る沖積層 の 大部分は ，
　 N 値

が 0 〜 2 とい う極軟弱 な 粘土 ・泥質層か らな る。た

だ し近世 の 河道付替えに よ っ て 形成され た矢作川 の
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三 角州は ，沖積層の 層厚が 25m に も及ぶ が，上部 に

は厚さ約10m の 沖積上部砂層 を の せ て い る ．

4． 東三 河 平 野 （蒲郡 平 野 を含む）

　新城市付近か ら 下流 に広 が る豊川沖積平野 と，そ

の 東西両側に広 がる 段 丘状洪積台地 を併せ て 東三 河

平野 と呼ぶ 。洪積台地 に つ い て は建設省国土地理院

に よ り，豊川 の 東か ら遠州灘に い た る もの を豊橋台

地 ， 豊川 の西か ら宝飯山地 ま で の もの を豊川台地 と

呼 ばれ る 。

　 4．1 豊川沖積平野

　新城市付近 よ り下 流 に広が り，一
宮町地内ま で は

扇状地 ， 以下は 三 角州平野 と な る 。 扇状地部で は増

傾斜的隆起 の 傾 向がみ られ
， 豊川河床 の 下刻作用 で

低位段丘 （下位面）が で き て い る 。 扇状地部の 沖積

層 の 厚 さは 10m 未満 で ある うえ，砂礫層な の で 地耐

力は高い
。

こ れ に対 して 三角州平野部で は ， 沖積層

の 層厚が 10m を越 し ， 神野新田南端部で は 20皿 を上

回 る 。 沖積層は上部の 7 〜10m が砂層 （上部砂層）

で ある が ， 干拓地域で は細砂層 と な り， 1V値 も10以

下 の こ とが 多い
。 ただ東海道新幹線付近 よ り上流 で

は ， 礫 ま じ りの 砂層 と な りN 値 も15以上 に な る が ，

そ の 下位 はN 値 5 以下 の 軟弱 な沖積泥層 で あ る 。

　 4．2 豊橋台地

　高位面 （天伯原頂部）， 上位面 （天伯原北斜面），

中位面 （高師原）， 下位面 （豊橋市 街面）， 低 位 面

（豊橋市賀茂町付近） の 段丘群か らなるが ， 土地利

用 の うえ で 重要な の は ， 中位面 ・下位面 ・低位面で

あ る 。

　 中位面 は最 も広 い 段丘 面 で ， 高師台地 に代表 され

る 。 標高は 45〜12m で ， 台地面 の 多くは 「 くろぼ

く」 と呼ばれ る黒色土壌 で お お わ れ る 。 地質は砂礫

質で ，下部 は片麻岩 の 大礫が含まれ る。下 位面 は豊

橋市街地 の 西部が の る段丘面 で ， 標高 は 15〜1．5m

で ある 。 中礫 ・大礫か らなる礫層で ， 充嗔物は 黄褐

色 の 砂で ある 。 低位面は豊橋市賀茂町東部 ， 同市街

地南部などに分布す る 。 沖積低地 との比高は 1〜1．5

m で ， 表層 は径 4cm ほ ど の 亜 円礫 を混 じえ る 黄褐

色 シ ル ト ・ 砂か ら な る
。

　 4．3　豊川台地

　上位面 ， 中位面 ， 下位面に分 け られ る。上 位面 は

宝飯郡一宮町 の あた り に最も広 く， 標高 は 95〜45m 。

100

中位面は 一宮町 よ り下 流部 に 広 く展開 し，そ の 部分

の 標高は 35〜2皿
。 豊川市街地や小坂井市街地をの

せ て い る の で ， 小坂井面 とも呼ぶ 。 地質は上部が大

礫を含む中礫層 ， 下部は 中礫 を主 と し て い る 。 下位

面 は音羽川低地 に接 し て 分布 し
， 構成物質は 中砂か

らな る 。

　4．4　蒲郡平野

　宝飯 山地 ・幡豆 山地か ら流下す る小河川 の 形成 し

た扇状地性の 小平野 で ，海岸砂堆の 前面 は埋立地で

あ る 。 古 い 扇状地 は谷底 平野で 分断 され ， 段丘化 し

て 南 に傾斜 し て い る が ， 形原台地は 例外的に西 へ 傾

い てお り， 1944年の 深溝断層 の 変動 と調和 して い る 。

台地 ・ 扇状地 の 地質は淘汰 の 悪 い 亜角礫で ，基盤岩

ま で の 深 さ も20〜30m にす ぎ な い
。 谷底平野は粗砂

・シ ル トか ら な り，地盤条件は 前者に 比 べ て や や劣

るが，それ以上 に注意を要す る の は ， 旧汀線沿 い の

砂州の 背後 の 低湿地 を盛土 し た蒲郡市街地 の ク イ ッ

クサ ン ド現象で あ る 。

5． 遠江地区 の平野

　 静岡県 の平野地形は ， 遠江 ・駿河の 旧国境 をなす

大井川を境に し て 東西で様相を異 にす る 。 西 の 遠江

側に は 広 い 洪積 台地が断続 し て い る の に対 し て ， 駿

河側 で は洪積台地 を欠 き ， 山地 が直接に沖積平野に

接す る ケー
ス が一般 的で あ る。 こ の よ うな理 由か ら，

静岡県 の 平野 を遠江地 区 と駿河地区 とに分けて （大

井川沖積平野は駿河地区に含め る）述 べ る こ とにす

る 。

　 5．1 遠州灘海岸平野

　浜名湖 の 湖 目 か ら御前崎 に 至 る遠州灘沿岸に は
，

現汀線 と平行す る数列 か ら10列内外 の 砂堆列が発達

し ， 完新世に お け る 汀 線 の 間欠的な海方へ の 後退 を

示 す と ともに ， そ の
一

帯 が海岸平野で あ る こ と を物

語 っ て い る。砂堆 の 形成時期 は ，い ずれ の 箇所 で も

内陸側か ら 3 〜 4番目の も の が約3000年前で あ る こ

とが土 （1972）に よ っ て 確か め られて い る。最 も海

岸寄 りの とこ ろ で は海岸砂丘 とな り， 遠州灘砂丘 と

総称され る 。 こ れ ら の 海浜性砂層 の 厚 さは 30m 以上

に及び ， そ の 背後 の 小河川 の 河流 を閉塞 し て い る 。

し た が っ て泥質堆積物層 の 厚 い 背後の 小河川沖積低

地 とは，地質状態 に大 きな違 い が み られ る。
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　 5．2　大田川 ・菊川沖積平 野

　 遠州灘沿岸 の 砂堆や砂丘 によ っ て 閉塞 され た背後

の 小河川 の 下流部 に は ， 沖積世 の 長い 間 ， 現在の 浜

名湖 の よ うな汽水域が 広 が っ て い た 。 加え て そ の 流

域に高由域がな い こ と もあ っ て 粗粒堆積物の 供給は

少 な く，軟弱 な泥質層 が厚 く堆積 し た 。 なか で も磐

田市東方 の 大円川低地 で は ，厚 さ40m に 及ぶ 沖積層

の 全層が泥質層か らな っ て い るた め ， 1944年 の 東南

海地震に際し て木造家屋 の 倒壊率 が 80〜100％ に及

ん だ集落 もある。同様 な現象は菊川沖積平野で もみ

られ た 。 浜名湖周辺 の 低地 ， 特 に都 田川や釣橋川河

口 の 三 角州 も， 上記 の 小河川の 低地 に似た状態 に あ

り， 軟弱な泥質層が卓越 し て い る 。

　 5．3 天 竜川沖積平野

　 流域に 30COm 級山岳地帯 を もつ 天竜川は ， 多量

の 砂礫 を河 口 ま で 搬出 し，厚 さ10〜20m の 第 1礫 層

か らな る三角扇状地 を形成 し て い る 。 沖積層 の 下 底

は第 IH礫層面で ある が，そ の 間の沖積層 も砂質層が

優勢で あるた め地盤条件に恵まれ ， 東海地震 に お け

る こ の 平野 の 家屋倒壊率 はほ とん ど19％o 以下で あ っ

た
。

た だ 自然堤 防の 背後や三 方原台地 の 縁辺部 に は

泥質層 の 分布を み る が，そ の 厚さ は 1 〜 5m に と ど

ま る。なお，浜 北市以北にみ られ る浜北段丘 面 は，

造傾斜的 に隆起 し た第皿 礫層面 の 露出部で ある 。

　 5．4　洪積台地 群

　遠江地 区の沖積平野 と山地 との 間に は ， 更新世後

期 の 天竜川また は大井川 が形成 した扇状地 の 隆起 に

よ っ て で きた洪積台地，つ ま り西 か ら三 方原台地 ・

磐田原台地お よび牧 ノ原台地が広 が る 。

　 a ）三 方原台地 ： 一部に 赤褐色 シ ル トを の せ る も

の の ，表層 の 主部は 更新世後期の 天竜川扇状地礫 層

（三 方原礫層 ・厚 さ 3 〜15m ）か ら な り， そ の 標高

は 120〜30m ，傾斜は 約4．　5e／。。で ある 。 同礫層の 下位

は洪積世前期の 浜松累層 とな る が，同累層は 東半部

が礫層 （鴨江相）， 西半部が海成シ ル ト層 （佐浜相）

か らな り， 東鴨江で は鴨江相の 礫層 が三 方原台地 よ

り　− ee高 い 鴨江 台地 をつ くっ て い る。

　 b）磐田原台地 ： 天竜川沖積平野 を挟む が ， 西 の

三 方原台地 と同 じ更新世後期 の 天竜川扇状地で あ り，

礫層 の 厚 さ は 20〜50m に 及 ぶ 。 台地面 の 標高は北部

で 130m に達す る が ， 平均 10．　5％o の 傾斜 で 南 へ 低下

し て い る た め，南端部 は沖積平野面下 に没入 す る 。
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　 c ）牧ノ原 台地 ： 大井川下流右岸か ら御前崎 に続

く標高 200〜40m の 更新世後期 の 隆起扇状地。構成

層は ， 上位の 厚さ20〜40m の 牧 ノ原礫層は 三 方原礫

層 に対比 され る扇状地礫層で あ り， そ の 下位 は 京松

浜 砂層 ， 古谷 泥層 とな る 。 牧 ノ原礫層の 下 底 と泥 層

（厚さ約 20m ） と の 問に は
， 時折湧水 に よ る小規模

な崩壊が発 生す る 。

6． 駿河地 区の 平 野

　 駿河地 区の 主要河川 の 沖積平野 は ， 3000m 級 山

岳地域か ら の 旺 盛 な砂礫 の 供給に よ り三 角扇状地 の

状態 を呈す る。 し か し，それ に隣接す る小河川の 沖

積平竪は ， 大河川 の 三 角扇状地に 圧迫 され た格好 の
，

後背湿地性 の 三 角州平野 を な し て い る 。

　 6．1 大井川沖積平野

　典型的 な三 角扇状地 で あ り，海岸付近ま で 厚 い 礫

層 が つ づ き，静 岡県最広 の 砂礫地盤平野 を作 っ て い

る 。 こ れ に対 し て 大井川扇状地 の 東北側に接す る朝

比奈川 ・葉梨川 の 低地に は ， N 値 5 以下 の 軟弱層が

地表 か ら10m 内外 の 深 さま で続 い て い る。また牧ノ

原台地 の 開析谷 も大井川 の 扇状地堆積物で 閉塞 され

て い る場合が多 く， 湯 田川 の 低地 もそ の
一
例で ある 。

　6．2 静岡 平野

　安倍川が形成 し た 三 角扇状地 に は静 岡市街地が の

D，それ は 海岸ま で 伸び て い るが ， 面 積的に は そ の

周縁に展 開す る後背湿 地性 の 軟弱地盤地域 の 方 が広

い
。 安倍川扇状地の 礫層 は，東名高速道路 の あた り

で も厚さ10〜 15皿 に達 し ， 下位は現海面下30m 内外

ま で 海成砂泥層 にな っ て い る。 こ の こ とは安倍川扇

状地礫層が縄文海進時の 浅海域 に突出する よ うに堆

積 し た こ とを示す とと もに
， 搬出された砂礫は現海

岸線付近で側方 に堆積範囲 を広げて海岸砂堆や 三 保

の 礫嘴 を形成 し た こ と を示唆し て い る 。 そ の よ うな

扇状地 と海岸砂堆 の 閉塞 に よ っ て で きた後背湿地の

最 も広 い と こ ろ が，安倍 川扇状地 と有度丘 陵に挟ま

れ た麻機地区 で ある 。 そ こ で は泥炭 を含む N 値 0 〜

5 の 粘性土 か ら な る軟弱層 が 3 〜10m の厚さ に及 び ，

そ の 下位 は厚 さ20〜30m の 海成粘土層（N 値 5 〜20）

にな る 。 安倍川扇状地西側 の 丸子川 ・小坂川 の 低地

に も同様 な軟弱層 と海成粘土層が み られ る 。

　6．3　清水平 野

　安倍川扇状地 の 後背湿地的性格 をもつ 旧牋機沼 を
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上流 に もつ 巴川 の 三 角州平野で あ る 。 下流部の 清水

市街が の る海岸砂堆 の 箇所 を除 い て は ， 表層部 の 厚

さ 5 〜 1Om は 有機質 の 軟弱地盤 で
， 下位は砂質土 を

挟む 海成 の 粘性土層 と な る 。 そ れ ら沖積層の 全体 の

厚 さは，旧 巴川 の 埋積谷部 で は 40m に達 し て い る 。

　 6．4　富士川沖積平野

　 富士川が形成 し た三 角扇状地 は， 4 〜 5％。の 勾配

の ま ま海岸に 及び ， 礫層 の 厚 さは末端部で は シ ル ト

や砂 を挟む もの の 30m 以上 に達 して い る 。 東は潤井

川 を境 に し て 潤井川扇状地 と の 複合扇状地 と な り，

シ ル トや砂 を挟む よ うに な る 。 富士 川下流に は我が

国最大級 の 縦 ずれ 活断層 で あ る 入 山瀬断層が南北に

走 り， 駿河 トラ フ 西縁 の 断層 に続 く。 こ の た め富士

川左 岸以東 は沈降域に な り， 特に和田川 を境 とす る

浮 島ケ原低地 で は ， 地下 15m 内外 に ま で扇状地礫層

が低下 し ， 軟弱 な海成粘土 ・シ ル トに よ っ て覆わ れ

て い る 。

　 6．5　浮島ケ原低地

　愛鷹山南 ろ くと海岸沿 い の 礫州お よび 砂丘 との 間

に つ づ く後背湿 地状の 低地で あ る 。 富士 川扇状地 の

末端か ら強 い 沿岸流に よ っ て 東 へ 運ば れ た砂礫が つ

くる 礫州 と ， そ の 上 に 発達 し た 砂丘 に よ っ て 閉され

た 内湾が，更 に潟湖状湿地 を含む 低湿地 にな っ た も

の で あ る 。 し た が っ て 一
般に表層部 2 〜10m は泥炭

質層を呈 し ， そ の 下 も15m 内外 の 軟弱層 が広 く分布

し て い る 。 それ らの 下位 に は 海成 の 厚い 砂層が沼津

市ま で 続 い て い る
。

　 6．6　狩野川 沖積平 野

　伊豆半 島の 北端部 をなす沼津東方の 新第三 系山地

の 谷 には谷底平地 が溺れ谷状 に入 り込 ん で い る。 こ

の 平野 を狩野 川沖積平野 とい う。 溺れ谷 を埋 め る沖

積層は ， 大部分 が内湾成 シ ル トか ら な り，軟弱 な シ

ル ト層の 厚さ は 最大50m 以上 に 達す る 。

一
方 ， 狩野

川沖積平野 に 北方か ら合流する 黄瀬川の流域 に は，

三 島溶岩 とそれ を薄 く覆 う扇状地が広 が り， 扇状地

の 末端は 三 島南方 で香貫山地 にま で 迫 り， 狩野川三

角州 の 開 口部を せ ば め て い る
。

こ の た め狩野川放水

路 の 分水地点よ り下流 の 狩野川三 角州 は ， 軟弱地盤

地帯 の 特性 を顕著に し て い る が，そ の 北側 の 黄瀬川

扇状地の 沖積層表層部は ，
ス コ リ ア ， 浮石質砂 ， シ

ル ト層か らな り， 北部 へ 向か っ て火 山性砂礫 が優勢

に な る な ど， 地盤の 強度は対照的に高 くな っ て い る 。
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7． 北 陸地方 の 平 野

　 北陸地方 に は西か ら福井平野 ， 金沢平野 ， 富山平

野 ， 更 に越後平野が ある が ， 越後平野 は紙数の 関係

で 割愛する
。

　 7．　1 福井平野

　 九頭竜川，足 羽川，日野川が形成す る平野で あ る

が，扇状地は扁平 で小規模で あ り， また 自然堤防 の

発達 も限 られ ， 低平な 三 角州平野 が 広 い 面積を 占め

る。 こ れ は 九頭竜川上流域 に断層起源 の盆地群 （大

野盆地 ・勝山盆地） が連な り，河川 の 砂礫搬出に対

し て 沈砂池的 な役割を果 たすた め ， 下流域 へ の 砂礫

供給量が減少 し ， 北陸地 方 と し て は 扇状地 の 発達が

小規模な の で あ る 。九頭竜川扇状地 の 扇頂部は松 岡

付近 の 標高約40m で ， 扇端 は 10m 等高線付近で あ る

が，足 羽川扇状地 の 扇頂標高は約30m で
一

層扁平 で

あ る 。 それ は流域 の 沈降運動 に一因が ある ともい わ

れ る 。 扇状地礫層群 の 層厚は ， 扇央部で は 100m 以

上に な る が ， 扇端 部あた り で は 3 層以上 の礫層に分

か れ る 。 市瀬 由自 （1968）が 「上部砂礫層」 と呼ぶ

上位 の 礫層 は ， 最終氷期 の 海面低下時に 形成され た

沖積層基底礫層で
， そ の 上面 は 沖積層 の 下底 を意味

する。

　 「上部砂礫層 」 の 上面 の 深 さ は 三 里浜 砂丘 の 中央

部で 最も深 く，

− 56m に達 し ， そ の 上 位は 「上部粘

土層 」 と称 され る沖積粘土層 （砂層 ・砂質粘土層 を

挟む） に な る 。 なお 「上部粘 土層」 の 層厚が ， 福井

市街地 の 東部か ら森田町付近 をか す め て 福井平野を

南北方 向に 走 る線の 東側 （薄 い ） と西側 （厚 い ） と

で 急変す る こ とに つ い て ，市瀬は ，完新世以降の 断

層運動 に よ る もの と推測 し て い る が ， そ れ は 1948年

の 福井地震に 際 して ， こ の 変動帯 に沿 っ て顕著な地

変が発生 し て い る こ とと符合す る 。

　7．2　金沢平 野

　洪積台地 と し て の 洪積層 （更新統）の 広が りは，

金沢市街 が の る犀川両岸の 台地 （礫質洪積地盤） と，

同平野南西端 の 柴山湖周辺 の 砂質洪積地盤 の 台地 を

除 くと極め て 限 られ る 。 し か し同平野の 中央部 に発

達 し た手 取川扇状地は ，紬野 義夫 ら （1972 ）が 明 ら

か に し て い るよ うに
， 大部分 は更新世後期 （最終氷

期） の 扇状地礫層か らな り，それ は北東側 の 河北潟

一帯 の沖積低地や，南西側 の 小松市 の 沖積平野 の 下

±：と基礎，38− 9 （392）
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底 に っ な が り，沖積層基底礫層 とな っ て い る 。 現生

の 扇状地 は ， 更新世 の 大扇状地 の 西側 に沿 っ て流下

す る 手取川 の 両側部 に の み 存続 し て い る。 し か し完

新世に お け る 手取川 の 搬出砂礫層 も決 し て 僅少 で は

な い が，そ れ は む し ろ沿岸流に よ っ て 側方 （特に東

北方）へ 堆積範囲 を広げ ， 更に内灘砂丘 な ど の 大型

砂丘 を能登半 島の 基部 にま で連続 させ た。

　沖積平野 の 部分は海岸砂丘 の 後背地 に な る ため ，

河北潟の よ うな潟湖 をもつ ほ か ， 沖積層は 海成粘土

層の 割合が高 く，そ の 箇所 の N 値は 3以下 で 極め て

軟弱で あ る 。 し か し沖積層 の 下 部 （− 20〜 − 30m 付

近） の 砂層は 2＞値が 10〜40に及び ，
か な り締ま っ た

状態にな る の で ， 中間支持層 と され て い る 。 沖積層

の 厚 さ は 河北潟放水路 の 北側 あ た りで 最大65〜70m

に 達 し， 手取川扇状地 に近づ くに従 っ て 薄くな る 。

小松市側で も， 柴山潟 の 新堀川付近が最も厚 く30m

を上 回る 。

　7．　3　富山平 野

　由 ろ く部に断続 する更新統は ， 背後 の 山岳地帯 の

急速 な隆起運 動に 伴 っ て 増傾斜的に上昇 し
， 丘陵 ・

段丘 を形成 して い る 。 更新世中期の 埴生累層や呉羽

山累層は 第三 紀型 の 丘陵 の
一部 をなすが，更新世後

期 の 堆積物は ， 高位 ・中位 ・低位 の 段丘堆積層 と な

D ，そ れ ぞ れ 東福寺累層 ・上段累層 ・下段累層 と呼

ばれ る。 大部分が礫層か らな り， 径 50cm の 大礫を

含む箇所 もある 。

　沖積平野部分 は扇状地 ， 自然堤防帯 ， 潟埋 積平野

に 分け られ る 。 扇状地は 流入河川 の すべ て に 発達 し

て お り， 黒部川 ・片見川 ・早月川 の 扇状地 は 直接海

に 面 し て い る。約 110km2 の 面積を もつ 黒部川扇状

地 は ， 扇頂標高 130m
， 半径 13　km

， 勾配 10e／． の 現

生の 扇状地で あ り，礫層の 厚 さは 海岸部で も50皿 以

上 に達す るが，黒部川 の 河道お よび河 口位置が連続

堤 で 圃定 され て か ら， 堆積物 の 供給が減少 し た北部

の 入 善町海岸で は 海岸侵食が進ん で い る。

　自然堤防 帯は 扇状地末端湧泉帯 の あた りか ら始ま
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る。こ の 部分 の 沖積層 は 一般 に 上 部は 砂 ・泥が 多 い

が
， 下部は 扇状地礫層 の 延長 を な す礫 を主 と し て い

る 。

　潟埋積平野 は 海岸砂 丘背後 の 潟が埋 め 立 て ら れ た

と こ ろ で ， 十二 町潟 ， 射水平野 ， 生地 の 後背湿地付

近な ど，近年ま で 水郷風景 を呈 し て い た所 で あ る 。

射水平野 で は厚さ 1m 近 く の 泥炭や粘陸土 が広 く覆

っ て い る が ， 地下約 3 皿 に縄文海進時の砂層 が分布

し ， 構造物の 支持層 と して利用 され て い る 。 射水平

野 の 沖積層は 放生津潟 （現在 の 富山新港） の あ た り

で 最 も厚 く， 約 70m に 達す る
。 藤井昭 二 （1966）は ，

同平野 で 砂泥率 （各試錐点 に お け る沖積層 の 全長に

対 す る砂礫部分 の 長 さ の 比） の 分布 を求め た結果 ，

砂質 の 割合が高 い 所 は神通川や庄 内川 の 河 口 か ら海

岸沿 い に分布 し，内陸地域は 40％以下で あ る こ と が

分 か っ た 。 こ れ は縄文海進以来，
こ の 平野地域が長

い 期間，潟 の 状態で あ っ た こ とを示 し て い る 。 し か

し地表下15〜20m で は N 値30〜50の 砂層に な り，支

持層 と し て の 役割を果 た し て い る 。
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